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Q23a 落下分子雲の広域探査：HIガスからのCO雲形成と衝撃波加熱を追跡する
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巨大分子雲 (GMC)の星形成は 10-20 Myrで進行する。銀河の星形成率を保つためには同等以上の効率でGMC
を形成する必要があるが、GMC形成機構は観測的には検証されていない。Hayakawa & Fukui 2024は全天の 80%
のHiデータの解析から、銀河回転に対して 100–50 km s−1の速度をもつ中間速度雲 (IVC)は金属量が低く、銀
河系外から飛来していることを示した。また、Kohno et al. 2025 in prep.は銀経 332度方向の銀河面にヘッドテ
イル構造を持つ分子雲 (Kohno Clouds; KCs)を発見し、ヘッド部で 13CO(2–1)/(1–0)の強度比 (R13)が高いこと
を示した。これは落下する IVCが銀河面との衝撃波圧縮を受けて分子雲に変換され、さらに加熱されている可能
性を示唆する。以上の成果を受けて、本研究はKCsを含む l = 300°–345°の範囲において、NANTEN2とHI4PI
の |b| < 9◦の 12CO(J =1–0)および Hiと、Mopraと APEXの |b| < 0.5◦の 13CO(J =1–0)と (J =2–1)を用い
て、落下雲による分子雲形成過程の観測的検証を進めている。NANTEN2のデータからは、銀河面に対して垂直
な−20から−50 km s−1の分子雲が |b| < 3◦に多数見られ、対応するHiの IVCと共存することを示す。ここで、
HiとCOの質量の比 (MCO/MHI)は |b| > 3◦では 0.1以下である一方で、|b| < 3◦では 1.5まで急増する。この傾
向は、落下雲によるGMC形成・成長の描像と矛盾しない。また、|b| < 0.5◦では、KCsと同様の 12CO(1–0)の
ピーク強度が 8 K以上でR13 > 0.8の約 90個の分子雲が同定され、Hiと相補的な分布を示すことがわかった。以
上の特徴は、これらの分子雲が銀河面へ落下した IVCから形成された分子雲の有力な候補であることを示唆する。


